どうか tCappa と 発音して ください 



序 

これ は ある 精神病院の 患者、 —— 第二 十三 号が だれ 

にで もしゃべ る 話で ある。 彼 はもう 三十 を 越して いる 

であろう。 が、 一見した ところ はいかに も 若々 しい 狂 

人で ある。 彼の 半生の 経験 は、 —— いや、 そんな こと 

リ ようひ ざ 

はどうで もよ い。 彼 はた だ じっと 両膝を かかえ、 時々 

て つごうし 

窓の 外へ 目をやりながら、 (鉄 格子 を はめた 窓の 外に 

は 枯れ葉 さえ 見えない 樫の 木が 一 本、 雪 曇りの 空に 枝 

を 張って いた。) 院長の S 博士 や 僕 を 相手に 長々 とこ 

の 話 をし や ベリつ づけた。 もっとも 身ぶ り はしな かつ 



たわけで はない。 彼 はたと えば 「驚いた」 と言う 時に 

は 急に 顔 を のけぞらせ たりした。 …… 

僕 はこうい う 彼の 話 を かなり 正確に 写した つもりで 

ある。 もし また だれか 僕の 筆記に 飽き 足りない 人が あ 

ると すれば、 東京 市外 X X 村の S 精神病院 を 尋ねて み 

るが よい。 年よりも 若い 第一 一十三 号 はまず 丁 || に 頭 を 

下げ、 蒲団の ない 椅子 を 指さす であろう。 それから 

ゆ-つ-つつ 

憂鬱な 微笑 を 浮かべ、 静かに この 話 を 繰り返す であろ 

う。 最後に、 —— 僕 はこの 話 を 終わった 時の 彼の 顔色 

を 覚えて いる。 彼 は 最後に 身 を 起こす が 早い か、 たち 

まち 拳骨 を ふりまわしながら、 だれに でもこう 怒鳴り 



つける であろう。 —— 「出て 行け！ この 悪党め が！ 

貴様 も 莫迦な、 嫉妬深い、 猥褻な、 ずうずうしい、 う 

ぬ ぼれ きった、 残酷な、 虫の いい 動物なん だろう。 出 

ていけ！ この 悪党め が！」 

一 

まえ 

三年 前の 夏の ことです。 僕 は 人並みに リュック- 

かみこう ち やど ほたか やま 

サック を 背負い、 あの 上 高地の 温泉宿から 穂 高山 へ 登 

ろうとし ました。 穂 高山へ 登る のに は 御 承知のと おり 

あずさがわ 

梓川 を さかのぼる ほかはありません。 僕 は 前に 穂 高 



山 はもち ろん、 槍ケ岳に も 登って いました から、 朝霧 

の 下りた 梓川の 谷 を 案内 者 もつれずに 登って ゆき まし 

た。 朝霧の 下りた 梓川の 谷 を II しかし その 霧 はいつ 

けしき 

までた つても 晴れる 景色 は 見えません。 のみならず か 

のち 

えって 深くなる のです。 僕 は 一時間ば かり 歩いた 後、 

一 度 は 上 高地の 温泉宿へ 引き返す ことにしようかと 思 

いました。 けれども 上 高地へ 引き返す にしても、 とに 

かく 霧の 晴れる の を 待った 上に しなければ なりません。 

といって 霧 は 一 刻 ごとに ずんずん 深くなる ばかりな の 

です。 「ええ、 いっそ 登って しまえ。」 僕 はこう 考 

くまざさ 

えました から、 梓川 の 谷 を 離れな いように 熊笹 の 中 を 



りに 梓川の 谷へ 下りる ことにしました。 

僕 は 水ぎ わの 岩に 腰かけ、 とりあえず 食事に とり か 

かりました。 コ オンド. ビィフ の罐を 切ったり、 枯れ 

枝 を 集めて 火 をつ けたり、 —— そんな こと をして いる 

うちに かれこれ 十分 はたった でしよう。 その 間に ど 

こまで も 意地の 悪い 霧 はいつ かほの ぼのと 晴れ かかり 

ました。 僕 は パン を かじりながら、 ちょっと 腕時計 を 

のぞいて みました。 時刻 はもう 一時 二十 分 過ぎです。 

が、 それよりも 驚いた の は 何 か 気味の 悪い 顔が 一 つ、 

まる ガラス 

円い 腕時計の 硝子の 上へ ちらりと 影 を 落とした ことで 

す。 僕 は 驚いて ふり 返りました。 すると、 業が 



かっぱ 

河童と いう もの を 見た の は 実に この 時が はじめて だ つ 

たのです。 僕の 後ろに ある 岩の 上に は 画に あると おり 

しらかば かか 

の 河童が 一 匹、 片手 は 白樺の 幹 を 抱え、 片手 は 目の 上 

にか ざした なり、 珍しそう に 僕 を 見お ろして いました _ 

僕 は呆っ 気に とられた まま、 しばらく は 身動き もし 

ずに いました。 河童 もや はリ 驚いた とみえ、 目の 上の 

手 さえ 動かしません。 そのうちに 僕 は 飛び立つ が 早い 

か、 岩の 上の 河童へ おどりかかりました。 同時に また 

河童 も 逃げ出しました。 いや、 おそらく は 逃げ出した 

のでしょう。 実は ひらりと 身 を かわした と 思う と、 た 

ちまち どこかへ 消えて しまった のです。 僕 はいよ いよ 



そのうちに やっと 気がついて みると、 僕 は 仰向けに 

倒れた まま、 大勢の 河童に とり 囲まれて いました。 の 

くちばし はなめがね 

みならず 太い 嘴 の 上に 鼻 目 金 を かけた 河童が 一 匹、 

僕の そばへ ひざまず きなが ら、 僕の 胸へ 聴診器 を 当 て 

ていました。 その 河童 は 僕が 目 を あいたの を 見る と、 

僕に 「静かに」 という 手真似 をし、 それから だれか 後 

ろに いる 河童へ Quax, quax と 声をかけました。 する 

とど こから か 河童が 一 一 匹、 担架 を 持 つて 歩いて きまし 

た。 僕 はこの 担架に のせられた まま、 大勢の 河童の 群 

がった 中 を 静かに 何 町 か 進んで ゆきました。 僕の 両側 



いました。 実際 また 僕の 体 はろ くに 身動き もで きな 

いほ ど、 節々 が 痛んで いたので すから。 

チャック は 一 日に 一 一三 度 は 必ず 僕 を 診察に きました。 

また 三日に 一 度ぐ らい は 僕の 最初に 見かけた 河童、 I 

リ よ-つし 

I バ ッグ という 漁夫 も 尋ねて きました。 河童 は 我々 人 

間が 河童の こと を 知つ ている よりも はるかに 人間の こ 

と を 知っています。 それ は 我々 人間が 河童 を 捕獲す る 

ことよりも ずっと 河童が 人間 を 捕獲す る ことが 多いた 

めでしょう。 捕獲と いうの は 当たらな いまでも、 我々 

人間 は 僕の 前に も たびたび 河童の 国へ 来て いるので す。 

のみならず 一 生 河童の 国に 住んで いた もの も 多かった 



瀟洒と できあがって いました。 もちろん この 国の 文 

明 は 我々 人間の 国の 文明 —— 少なくとも 日本の 文明な 

どと あまり 大差はありません。 往来に 面した 客間の 隅 

に は 小さい ピアノが 一台 あり、 それから また 壁に は 

額縁へ 入れた エツ ティングな ども 懸っ ていました。 た 

だ 肝腎の 家 を はじめ、 テ ェ ブ ルゃ i: 子の 寸法 も 河童 の 

身長に 合わせて あります から、 子どもの 部屋に 入れら 

れ たように それだけ は 不便に 思いました。 

僕 はいつ も 日暮れが たになる と、 この 部屋に チヤ ッ 

ク ゃバ ッグを 迎え、 河童 の 言葉 を 習 いました。 いや、 

彼らば かりではありません。 特別 保護 住民だった 僕に 



だれも 皆 好奇心 を 持って いました から、 毎日 血圧 を 調 

ベ て もらいに、 わざわざ チャック を 呼び寄せる ゲ エル 

という 硝子 会社の 社長な ども やはり この 部屋へ 顔 を 出 

した ものです。 しかし 最初の 半月 ほどの 間に 一番 僕と 

親しくし たの はや はりあの バ ッグ という 漁夫だった の 

です。 

ある 生暖かい 日の 暮れです。 僕 はこの 部屋の テェ 

ブル を 中に 漁夫の バッグと 向かい合って いました。 す 

ると バ ッグ はどう 思った か、 急に 黙つ てし まった 上、 

大きい 目 をい つそう 大きく して じっと 僕 を 見つめ まし 

た。 僕 はもち ろん 妙に 思いました から、 「Quax, Bag, 



quo quel, quan ？」 と 言いました。 これ は 日本語に 翻 

訳 すれば、 「おい、 バッグ、 どうしたんだ」 という こと 

です。 が、 バッグ は 返事 をし ません。 のみなら ずいき 

なり 立ち上が ると、 ベろ りと 舌 を 出した なり、 ちょう 

かえる は けしき 

ど 蛙 の 跳ねる ように 飛び かかる 気色 さえ 示しました。 

僕 はいよ いよ 無気味に なり、 そっと 椅子から 立ち上が 

ると、 一足飛びに 戸口へ 飛び出そうと しました。 ちょ 

うど そこへ 顔 を 出した の は 幸いに も 医者の チャックで 

す。 

「こら、 バッグ、 何 をして いるの だ？」 

チャック は 鼻 目 金 を かけた まま、 こういう バ ッグ 〔# 



明して おかなければ なりません。 河童 はい まだに 実在 

する かどう かも 疑問に なって いる 動物です。 が、 それ 

は 僕 自身が 彼らの 間に 住んで いた 以上、 少しも 疑う 余 

地 はない はずです。 では また どういう 動物 かと 言えば ■ 

みず か 

頭に 短い 毛の あるの はもち ろん、 手足に 水搔 きのつ い 

すいここう リ やく 

ている こと も 「水 虎考 略」 などに 出て いるのと 著しい 

違いはありません。 身長 も ざっと 一 メェ トル を 越える 

か 越えぬ くらいでしょう。 体重 は 医者の チャック によ 

れば、 二十 ポンドから 三十 ポンドまで、 —— まれに は 

おお かっぱ 

五十 何 ポンドぐ らいの 大河 童 もい ると 言 つてい ました- 

それから 頭の まん 中には 楕円形の 皿が あり、 その また 



を 発見した 時、 西 国の 河童 は 緑色で あり、 東北の 河童 

は 赤い という 民俗学 上の 記録 を 思い出しました。 のみ 

ならず バッグ を 追い かける 時、 突然 どこへ 行った のか、 

見え なくなつ たこと を 思い出しました。 しかも 河童 は 

皮膚の 下によ ほど 厚い 脂肪 を 持って いると みえ、 この 

地下の 国の 温度 は 比較的 低い の にもかかわらず、 (平 

均 華氏 五十 度 前後です。) 着物と いう もの を 知らず 〔# 

「知らず」 は 底本で は 「知らす 匕に いるので す。 もちろん 

めがね まきたばこ 

どの 河童 も 目 金 を かけたり、 巻 煙草の 箱 を 携えたり、 

金入れ を 持ったり はして いるでしょう。 しかし 河童 は 

カン ガル ゥ のように 腹に 袋 を 持って いますから、 それ 



らの もの をし まう 時に も 格別 不便 はしない のです。 た 

だ 僕に おかしかった の は 腰の まわり さえお おわない こ 

とです。 僕 は ある 時 この 習慣 を なぜかと バ ッグに 尋ね 

てみ ました。 すると 〔# 「すると」 は 底本で は 「ずると 匕 

バ ッグ はの けぞ つた まま、 いつまで も げらげら笑 つ て 

いました。 おまけに 「わたし は お前さんの 隠して いる 

のがお かしい」 と 返事 をし ました。 

四 

僕 はだん だん 河童 の 使う 日常 の 言葉 を 覚え てき まし 



しました。 僕 はもち ろん 腹が立ちました から、 何が お 

かしい かと 詰問し ました。 なんでも チャックの 返答 は 

だいたい こ うだ つ たように 覚え て います。 も つ とも 多 

少 細かい ところ は 間違って いるか もしれ ません。 なに 

しろ まだ そ の ， J ろ は 僕 も 河童の 使う 言葉 をす つ かり 理 

解して いなかつ たのです から。 

「しかし 両親の つごうば かり 考えて いるの はお かしい 

ですからね。 どうも あまり 手前勝手です からね。」 

その代わりに 我々 人間から 見れば、 実際 また 河童の 

お産ぐ らい、 おかしい ものはありません。 現に 僕 はし 

ばらくたって から、 バッグの 細君のお 産 をす ると ころ 



並べて ありました。 この 螺旋 文字 を 翻訳す ると、 だい 

たいこう いう 意味になる のです。 これ も あるいは 細か 

いところ は 間違って いるか もしれ ません。 が、 とに か 

く 僕と して は 僕と いっしょに 歩いて いた、 ラップと い 

う 河童の 学生が 大声に 読み上げて くれる 言葉 をい ちい 

ち ノオトに とつ ておいた のです。 

遺伝 的 義勇 隊を 募る※ 〔# 感嘆符 三つ、 63-2 

健全なる 男女の 河童よ※ 〔# 感嘆符 三つ、 63-S 

ぼくめ つ 

悪 遺伝 を 撲滅す るた めに 

不健全なる 男女の 河童と 結婚せ よ※ 〔# 感嘆符 

三つ、 63- 三 



すみ めす 

の 隅に は 雌の 河童が 一 匹、 (トツ クは 自由 恋愛 家です 

から、 細君と いう もの は 持たない のです。) 編み物 か 何 

かしてい ました。 トツ クは 僕の 顔 を 見る と、 いつも 微 

笑して こう 言う のです。 (も つと も 河童の 微笑す るの 

は あまりい いものではありません。 少なくとも 僕は最 

初のう ち はむしろ 無気味に 感じた ものです。) 

「や あ、 よく 来たね。 まあ、 その 椅子に かけた まえ。」 

トツ クは よく 河童 の 生活 だの 河童 の 芸術 だ のの 話 を 

しました。 トツ クの 信ずる ところに よれば、 当たり前 

の 河童の 生活ぐ らい、 莫迦げ ている ものはありません。 

親子 夫婦 兄弟な どと いうの はこと ごとく 互いに 苦しめ 



合う こと を 唯一 の 楽しみにして 暮らして いるので す。 

ことに 家族制度 という もの は 莫迦げ ている 以上に も莫 

迦げ ている のです。 トツ クは ある 時 窓の 外 を 指さし、 

「見た まえ。 あの 莫迦げ さ 加減 を！」 と 吐き出す よう 

に 言 いました。 窓の 外の 往来に はま だ 年の 若い 河童が 

めすお す 

一 匹、 両親ら しい 河童 を はじめ、 七 八 匹の 雌雄の 河童 

を 頸の まわりへ ぶら下げながら、 息 も 絶え絶えに 歩い 

ていました。 しかし 僕 は 年の 若い 河童の 犠牲的 精神に 

ナ 〔よ ザ 

感心し ましたから、 かえって その 健気 さ を ほめ 立て ま 

した。 

「ふん、 君 はこの 国で も巿 民になる 資格 を 持って いる _ 



…… 時に 君 は 社会主義者 かね？」 

僕 はもち ろん qua (これ は 河童の 使う 言葉で は 「然 

り」 という 意味 を 現わす のです。) と 答えました。 

「では 百 人の 凡人の ために 甘んじて ひとりの 天才 を犠 

牲に する こと も 顧みない はず だ。」 

「では 君 は 何 主義者 だ？ だれか トツ ク 君の 信条 は 無 

政府 主義 だと 言って いたが、 …… 」 

「僕 か？ 僕 は 超人 (直訳 すれば 超 河童です。) だ。」 

トツ クは 昂然と 言い放ちました。 こういう トツ クは 

芸術の 上に も 独特な 考え を 持って います。 トツ クの信 

ずると ころに よれば、 芸術 は 何もの の 支配 を も 受けな 



さい 雄の 河童が 一 匹、 雌の 河童 を 追い かけて いました。 

とん そ-つ 

雌の 河童 は 例のと おり、 誘惑 的 遁走 をして いるので す。 

すると そこへ 向こうの 街から 大きい 雄の 河童が 一 匹、 

鼻息 を 鳴らせて 歩いて きました。 雌の 河童 はなに かの 

拍子に ふと この 雄の 河童 を 見る と 「大変です！ 助け 

てくだ さい！ あの 河童 はわた し を 殺そうと する ので 

かなき 

す！」 と 金切り声 を 出して 叫びました。 もちろん 大き 

い 雄の 河童 はたち まち 小さい 河童 をつ かまえ、 往来の 

みず か 

まん 中へ ねじ伏せました。 小さい 河童 は水搔 きの ある 

くう 

手に 二三 度 空 をつ かんだ なり、 とうとう 死んで しまい 

ました。 けれどももう その 時には 雌の 河童 は にゃにゃ 



しながら、 大きい 河童の 頸つ 玉へ しっかり しがみつい 

てし まってい たのです。 

僕の 知っていた 雄の 河童 はだれ も 皆 言い合わせ たよ 

うに 雌の 河童に 追い かけられました。 もちろん 妻子 を 

持って いる バ ッグ でも やはり 追い かけられ たのです。 

のみならず 二三 度 はっか まった のです。 ただ マッグと 

いう 哲学者 だけ は (これ は あの トツ ク という 詩人の 隣 

にいる 河童です。) 一 度 もっか まった ことはありません- 

これ は 一 つに は マッグぐ らい、 醜い 河童 も 少ないた め 

でしよう。 しかし また 一 つに は マッグ だけ は あま リ往 

来へ 顔 を 出さずに 家にば かりい るた めです。 僕 はこの 



マッグの 家へ も 時々 話しに 出かけました。 マッグ はい 

うすぐら へ や なないろ いろ ガラス 

つ も 薄暗 い 部屋に 七色の 色 硝子の ランタ アン をと もし、 

脚の 高い 机に 向かいながら、 厚い 本ば かり 読んで いる 

のです。 僕 は ある 時こう いう マッグと 河童の 恋愛 を 論 

じ 合いました。 

「なぜ 政府 は 雌の 河童が 雄の 河童 を 追い かける の を 

も つ と 厳重に 取り締まらな い のです？」 

「それ は 一 つに は 官吏の 中に 雌の 河童の 少ないた めで 

しつ-としん 

すよ。 雌の 河童 は 雄の 河童よりも いっそう 嫉妬 心 は 強 

いものです からね、 雌の 河童 の 官吏 さ え 殖え れば、 き つ 

と 今よりも 雄の 河童 は 追い かけられずに 暮らせる で 



り、 一番 前の 席に すわって いました。 すると セ 口の 独 

奏が 終わった 後、 妙に 目の 細い 河童が 一匹、 無造作に 

譜本を 抱えた まま、 壇の 上へ 上がって きました。 この 

河童 は プログラムの 教える とおり、 名高い クラ バック 

という 作曲家です。 プログラムの 教える とおり、 —— 

いや、 プログラム を 見る まで もありません。 クラ バッ 

クは トツ クが 属して いる 超人 倶楽部の 会員です から、 

僕 もまた 顔 だけ は 知っている のです。 

「Lied —— o«.p^po^^ (この 国の プログラム もたいて 

いは 独逸 語 を 並べて いました。) 

クラ バック は 盛んな 拍手のう ちにちよ つと 我々 へ 一 



礼した 後、 静かに ピアノの 前へ 歩み寄りました。 それ 

から やはり 無造作に 自作の リイ ドを 弾き はじめました。 

クラ バック は トツ クの 言葉に よれば、 この 国の 生んだ 

音楽家 中、 前後に 比類のない 天才 だそう です。 僕はク 

ラバックの 音楽 はもち ろん、 その また 余技の 抒情詩 

にも 興味 を 持って いました から、 大きい 弓な りの ピア 

ノの 音に 熱心に 耳 を 傾けて いました。 トツ クゃ マッグ 

も 恍惚と していた こと は あるいは 僕よりも まさ つてい 

たでしょう。 が、 あの 美しい (少なくとも 河童た ちの 

めす 

話に よれば) 雌の 河童 だけ はしつ かり プログラム を 

握った なり、 時々 さも いらだた しそうに 長い 舌 をべ ろ 



ベろ 出して いました。 これ は マッグの 話に よれば、 な 

ぜん 

ん でも かれこれ 十 年 前に クラ バ ック をつ かまえ そこ 

かたき 

なった ものです から、 いまだに この 音楽家 を 目の敵 

にして いるの だと かいう ことです。 

ク ラバ ックは 全身に 情熱 を こめ、 戦うよう に ピアノ 

を 弾きつ づけました。 すると 突然 会場の 中に 神 鳴りの 

ように 響き渡つ たの は 「演奏 禁止」 という 声です。 僕 

はこの 声に びっくりし、 思わず 後ろ を ふり 返りました- 

声の 主 は 紛れ もない、 一番 後ろの 席に いる 身の 丈 抜群 

ゆうぜん 

の 巡査です、 巡査 は 僕が ふり 向いた 時、 悠然と 腰 をお 

ろした まま、 もう 一 度 前よりも おお 声に 「演奏 禁止」 



態度 も 変わった わけです。 しかしと にかく だいたいと 

して は大 音楽家の 威厳 を 保ちながら、 細い 目 をす さま 

じく かがやかせて いました。 僕 は —— 僕 ももち ろん 危 

こだて 

険を 避ける ために トツ クを 小楣 にと つていた ものです。 

が、 やはり 好奇心に 駆られ、 熱心に マッグと 話し つづ 

けました。 

「そんな 検閲 は 乱暴じゃありません か？」 

「なに、 どの 国の 検閲よりも かえって 進歩して いるく 

らいです よ。 たとえば X X を ごらんなさい。 現につ い 

ひと つき 

一 月ば かり 前に も、 …… 」 

ちょうどこう 言い かけた とたんです。 マッグ は あい 



にく 脳天に 空罎が 落ちた ものです から、 quaclc (これ 

はた だ 間投詞です) と 一 声 叫んだ ぎり、 とうとう 気 を 

失って しまいました。 

八 

ガラス 

僕 は 硝子 会社の 社長の ゲ エルに 不思議に も 好意 を 

持って いました。 ゲ エル は 資本家 中の 資本家です。 お 

かっぱ 

そらく はこの 国の 河童の 中で も、 ゲ エル ほど 大きい 腹 

をした 河童 は 一 匹 もい なかった のに 違いありません。 

れいし きゅう リ 

しかし 荔 枝に 似た 細君 や 胡瓜に 似た 子ども を 左右に し 



そうです。 そのく せま だ この 国 では 毎朝 新聞 を 読ん で 

ひぎょう 

いても、 一度 も 罷業と いう 字に 出会いません。 僕 はこ 

れを 妙に 思いました から、 ある 時 また ぺップ や チヤ ッ 

クとゲ エル 家の 晩餐に 招かれた 機会に この こと を なぜ 

かと 尋ねて みました。 

「それ は みんな 食って しまう のです よ。」 

食後の 葉巻 を くわえた ゲ エル はいかに も 無造作 に マ J 

う 言いました。 しかし 「食って しまう」 というの はな 

はなめがね 

ん のこと だか わかりません。 すると 鼻 目 金 を かけた 

チャック は 僕の 不審 を 察した とみえ、 横 あいから 説明 

を 加えて くれました。 



さじ カツ フエ ちゃわん 

した。 ゲ エル は、 いつも 純金の 匙に 珈琲の 茶碗 を かき 

まわしながら、 快活に いろいろの 話 をした ものです。 

ふゆそう び かびん 

なんでも ある 霧の 深い 晚、 僕 は 冬 薔薇 を 盛 つ た 花瓶 

を 中に ゲ エルの 話 を 聞いて いました。 それ はたし か 

部屋 全体 はもち ろん、 i: 子ゃテ エブル も 白い 上に 細い 

金の 縁 をと つた セ セッション 風の 部屋だった ように 覚 

えてい ます。 ゲ エル はふ だんよりも 得意そう に 顔 中に 

微笑 をみ なぎら せた まま、 ちょうど そのころ 天下 を 

取って いた Quorax 党 内閣の ことな ど を 話しました。 

かんとうし 

クオ ラックス という 言葉 はた だ 意味の ない 間投詞です 

から、 「おや」 とで も 訳す ほかはありません。 が、 とに 



偏見です よ。 我々 河童 は あなたがた のように、 …… し 

かし それ はどうで もよ ろしい。 わたしの 話した いのは 

ロッぺ のこと です。 口 ッぺは クオ ラックス 党 を 支配し 

ている、 その また 口 ッぺを 支配して いるもの は Rnl- 

新聞の (この 『プ ゥ. フゥ』 という 言葉 もや はり 

意味の ない 間投詞です。 もし 強いて 訳 すれば、 『ああ』 

とで も 言う ほかはありません。) 社長の クイ クイです。 

が、 クイ クイ も 彼 自身の 主人と いう わけに は ゆき ませ 

ん。 クイ クイ を 支配して いるもの は あなたの 前にい る 

ゲ エルです。」 

「けれども —— これ は 失礼 かもしれ ません けれども、 



プゥ . フゥ 新聞 は 労働者の 味 かた をす る 新聞でしょう _ 

その 社長の クイ クイ も あなたの 支配 を 受けて いると い 

うの は、 …… 」 

「プゥ • フゥ 新聞の 記者た ち はもち ろん 労働者の 味 か 

たです。 しかし 記者た ち を 支配す る もの は クイ クイの 

ほか はあります まい。 しかも クイ クイ はこの ゲ エルの 

後援 を 受けずに はいられない のです。」 

ゲ エル は 相変わらず 微笑しながら、 純金の 匙 をお も 

ちゃに しています。 僕 はこうい ぅゲ エル を 見る と、 ゲ 

エル 自身 を 憎む よりも、 プゥ • フゥ 新聞の 記者た ちに 

同晴の 起こる の を 感じました。 すると ゲ エル は 僕の 無 



僕 は 実際 この 時 はじめて 河童の 国 も 国家的に 孤立し 

ていない こと を 知りました。 ゲ エルの 説明す ると ころ 

かつば かわうそ 

によれば、 河童 はいつ も 獺 を 仮設 敵に している とい 

うこと です。 しかも 獺 は 河童に 負けない 軍備 を 具えて 

いると いう ことです。 僕 はこの 獺 を 相手に 河童の 戦争 

した 話に 少なからず 興味 を 感じました。 (なにしろ 河 

童の 強敵に 獺の いるな どと いう こと は 「水 虎考 略」 の 

さんとう みん たんしゅう やなぎ だくに お 

著者 はもち ろん、 「山 島 民譚集」 の 著者 柳 田 国 男さん 

さえ 知らずに いたらし い 新 事実です から。 ) 

「あの 戦争の 起こる 前に はもち ろん 両国と も 油断せ ず 

にじつ と 相手 をう かがって いました。 というの は どち 



らも 同じように 相手 を 恐怖して いたから です。 そこへ 

この 国に いた 獺が 一 匹、 ある 河童の 夫婦 を 訪問し まし 

めす 

た。 その また 雌の 河童と いうの は 亭主 を 殺す つもりで 

いたのです。 なにしろ 亭主 は 道楽者でした からね。 お 

まけに 生命保険の ついてい たこと も 多少の 誘惑に なつ 

たか もしれ ません。」 

「あなた は その 夫婦 を 御存じで すか？」 

おす 

「ええ、 II いや、 雄の 河童 だけ は 知っています。 わ 

たしの 妻な ど はこの 河童 を 悪人の ように 言って います 

がね。 しかし わたしに 言わせれば、 悪人よりも むしろ 

ひがいもう ぞう 

雌の 河童に つかまる こと を 恐れて いる 被害妄想の 多い 



は汝 自ら 言え。 悪 はおの ずから 消滅すべし。』 …… し 

かも わたし は 利益の ほかに も 愛国心に 燃え立 つていた 

のです からね。」 

ちょうど そこへ はい つ てきた の はこの 倶楽部の 給仕 

じぎ のち 

です。 給仕 はゲ エルに お 時宜 をした 後、 朗読で もす る 

ようにこう 言いました。 

「お宅のお 隣に 火事が ) J ざいます。」 

「火 —— 火事！」 

ゲ エル は 驚いて 立ち上がりました。 僕 も 立ち上がつ 

たの はもち ろんで す。 が、 給仕 は 落ち着き払って 次の 

言葉 をつ け 加えました。 



まきたば 二 

その 火事の あった 翌日です。 僕は卷 煙草 を くわえな 

がら、 僕の 客間の # 子に 腰をおろした 学生の ラップに 

あし 

こう 言いました。 実際 また ラップ は 右の 脚の 上へ 左の 

くちばし 

脚 をのせ たま ま、 腐った 嘴 も 見えない ほど、 ぼん や 

リ 床の 上ば かり 見て いたのです。 

「ラップ 君、 どうしたね。」 と 言えば、 〔# この 行、 底本 

では 『「ラップ 君、 どうした ねと 言えば。」』 (底本の 注 参照 ご 

「いや、 なに、 つまらない ことなので すよ。 —— 」 

ラ ップ はや つ と 頭 を あげ、 悲しい 鼻声 を 出しました。 

すみれ 

「僕 はきょう 窓の 外 を 見ながら、 『おや 虫 取り 堇 が 咲 

いた』 と 何気なし につぶ やいた のです。 すると 僕の 妹 



くちばし 

「しかし …… しかし 嘴 でも 腐って いなければ、 …… 」 

「それ は あきらめる ほか はない さ。 さあ、 トツ ク 君の 

う-ち 

家へ でも 行こう。」 

「トツ ク さん は 僕 を 軽蔑して います。 僕 は トツ ク さん 

のように 大胆に 家族 を 捨てる ことができません から。」 

「じ や クラ バック 君の 家へ 行こう。」 

僕 は あの 音楽会 以来、 クラ バックに も 友 だち になつ 

ていました から、 とにかく この 大 音楽家の 家へ ラップ 

を つれ 出す ことにしました。 クラ バック は トツ クに比 

ベれば、 はるかに 贅沢に 暮らして います。 というの は 

資本家の ゲ エルの ように 暮らして いると い う 意味 で は 



これ は 哲学者の マッグの 書いた 「阿呆の 言葉」 の 中 

の 何 章 かです。 —— 

阿呆 はい つも 彼 以外の もの を 阿呆で あると 信じて い 

る。 

我々 の 自然 を 愛する の は 自然 は 我々 を 憎んだり 嫉妬 

したりし ないた め もない こと はない。 

もっとも 賢い 生活 は 一 時代の 習慣 を 軽蔑しながら、 

しかも その また 習 s を 少しも 破らない ように 暮らす こ 



とで ある。 

X 

我々 の もっとも 誇りたい もの は 我々 の 持って いない 

もの だけで ある。 

何び とも 偶像 を 破壊す る ことに 異存 を 持つ ている も 

の はない。 同時に また 何び とも 偶像になる ことに 異存 

を 持って いるもの はない。 しかし 偶像の 台座の 上に 安 

ん じて すわ つ て いられる もの はもつ とも 神々 に 恵まれ 

たもの、 —— 阿呆 か、 悪人 か、 英雄 かで ある。 (クラ バッ 

つめ あと 

ク はこの 章の 上へ 爪の 痕を つけて いました。) 



我々 の 生活に 必要な 思想 は 三 千年 前 に 尽きた かもし 

たき ギ J 

れ ない。 我々 はた だ 古い 薪に 新しい 炎 を 加える だけ 

であろう。 

X 

我々 の 特色 は 我々 自身の 意識 を 超越す るの を 常と し 

ている。 

X 

幸福 は 苦痛 を 伴い、 平和 は 倦怠 を 伴う とすれば、 I 



自己 を 弁護す る こと は 他人 を 弁護す る ことよりも 困 

難で ある。 疑う もの は 弁護士 を 見よ。 

X 

きょうか 

矜誇 〔# ルビの 「きょうか」 は 「きょうこ」 の 誤 か r 愛 

欲、 疑惑 II あらゆる 罪 は 三千 年来、 この 三者から 発 

している。 同時に またお そらく は あらゆる 徳も。 

物質的 欲望 を 減ずる こと は 必ずしも 平和 を もたらさ 

ない。 我々 は 平和 を 得る ために は 精神的 欲望 も 減じな 

つめ あと 

ければ ならぬ。 (クラ バック はこの 章の 上に も 爪の 痕 

を 残して いました。) 



X 

我々 は 人間よりも 不幸で ある。 人間 は 河童 ほど 進化 

していない。 (僕 はこの 章 を 読んだ 時 思わず 笑って し 

ま いました。) 

X 

成す こと は 成し 得る ことで あり、 成し 得る こと は 成 

ひ つ きょう 

す ことで ある。 畢竟 我々 の 生活 はこうい う 循環論法 

を 脱する こと はでき ない。 —— すなわち 不合理に 終始 

している。 

ボォ ドレ エル は 白痴に なった 後、 彼の 人生観 をた つ 



た 一 語に、 —— 女 陰の 一 語に 表白した。 しかし 彼 自身 

を 語る もの は 必ずしもこう 言った ことで はない。 むし 

ろ 彼の 天才に、 —— 彼の 生活 を 維持す るに 足る 詩的 天 

才に 信頼した ために 胃袋の 一 語 を 忘れた ことで ある。 

(この 章に もや は リク ラバックの 爪の 痕は 残って いま 

した。) 

X 

もし 理性に 終始す ると すれば、 我々 は 当然 我々 自身 

の 存在 を 否定し なければ ならぬ。 理性 を 神に した ヴォ 

ルテ エルの 幸福に 一 生 をお わった の はすな わち 人間の 

河童よりも 進化して いない こと を 示す ものである。 



「ちょっと あの 河童 を 取り調べて ください。 あの 河童 

はちょう ど 一 月ば かり 前に わたしの 万年筆 を 盗んだ の 

ですから。」 

巡査 は 右手の 棒 を あげ、 (この 国の 巡査 は 剣の 代わ 

りに 水 松の 棒 を 持って いるので す。) 「おい、 君」 とそ 

の 河童へ 声をかけました。 僕 は あるいは その 河童 は 逃 

げ 出し はしない かと 思って いました。 が、 存外 落ち着 

き 払って 巡査の 前へ 歩み寄りました。 のみならず 腕 を 

組んだ まま、 いかにも 傲然と 僕の 顔 や 巡査の 顔 を じろ 

じろ 見て いるので す。 しかし 巡査 は 怒り もせず、 腹の 

袋から 手帳 を 出して さ つ そく 尋問に とりかか りました。 



ひと つき 

「しかし 僕 は 一 月ば かり 前に、 …… 」 

僕 は 委細 を 話した 後、 例の 刑法 千 二百 八十 五条の こ 

と を 尋ねて みました。 

「ふむ、 それ はこうい うのです。 —— 『いかなる 犯罪 

を 行ないたり といえ ども、 該 犯罪 を 行なわ しめたる 事 

情の 消失した る 後は該 犯罪者 を 処罰す る こと を 得ず』 

つまり あなたの 場合で 言えば、 その 河童 はかって は 親 

だった のです が、 今 はもう 親ではありません から、 犯 

罪 も 自然と 消滅す るので す。」 

「それ はどう も 不合理で すね。」 

I 常談を 言って はいけ ません。 親だった 河童 も 親で 



ある 河童 も 同一に 見る のこ そ 不合理です。 そうそう、 

日本の 法律で は 同一 に 見る ことにな つてい るので すね。 

それ はどう も 我々 に は 滑稽です。 ふ ふ ふ ふ ふ ふ ふ ふ ふ 

ヽ ■ 

J 」 

ぺ ップは 巻 煙草 を ほうり 出しながら、 気のない 薄 笑 

い を もらして いました。 そこへ 口を出し たの は 法律に 

は 縁の 遠い チャックです。 チャック はちよ つと 鼻 目 金 

を 直し、 こう 僕に 質問し ました。 

「日本に も 死刑 はあります か？」 

「あります とも。 日本で は 絞罪です。」 

僕 は 冷然と 構え こんだ ぺ ップに 多少 反感 を 感じ て い 



よりも 微妙です からね。」 

「それ は 死刑ば かりではありません。 殺人に も その 手 

を 使う のがあります —— 」 

いろ ガラ ス 

社長の ゲ エル は 色 硝子の 光に 顔 中 紫に 染まりながら、 

人 なつこい 笑顔 をして 見せました。 

ぬすびと 

「わたし はこの 間 も ある 社会主義者に 『貴様 は 盗人 だ』 

と言われ たために 心臓 痲痺 〔# 「痲痺」 は 底本で は 「痳 

痺匕 を 起こし かかった ものです。」 

「それ は 案外 多い ようです ね。 わたしの 知っていた あ 

る 弁護士な ど はや はり そのために 死んで しまったので 

すから ね。」 



で 言った のです がね。 あなたがたの 目から 見れば、 や 

はり それ も 自殺と いう …… 」 

ち よ うど マ ヅ グが - J う 言 つた 時です。 突然 そ の 部屋 

の 壁の 向こうに、 —— たしかに 詩人の トツ クの 家に 鋭 

い ピストルの 音が 一 発、 空気 を はね 返す ように 響き渡 

りました。 

十三 

僕ら は トツ クの 家へ 駆けつけました。 トツ クは 右の 

手に ピストル を 握り、 頭の 皿から 血 を 出した まま、 高 



山 植物の 鉢植えの 中に 仰向けに な つ て 倒れて いました。 

めす 

その また そばに は 雌の 河童が 一 匹、 トツ クの 胸に 顔 を 

埋め、 大声 を あげて 泣いて いました。 僕 は 雌の 河童 を 

抱き起こしながら、 (いったい 僕 は ぬらぬら する 河童 

の 皮膚に 手 を 触れる こと を あまり 好んで はいない ので 

すが。) 「どうしたの です？」 と 尋ねました。 

「どうしたの だか、 わかりません。 ただ 何 か 書いて い 

たと 思う と、 いきなり ピストルで 頭 を 打った のです。 

ああ、 わたし はどうし ましょう？ qur-r-r-r-r, qur-r-r- 

r-r」 (これ は 河童の 泣き声です。) 

「なにしろ トツ ク君 はわが ままだった からね。」 



硝子 会社の 社長の ゲ エル は 悲しそう に 頭 を 振りな が 

ら、 裁判官の ぺップ にこう 言いました。 しかし ぺップ 

きんぐち まきたばこ 

は 何も 言わずに 金口の 巻 煙草に 火 をつ けて いました。 

きずぐち 

すると 今まで ひざまずいて、 トツ クの創 口な ど を 調べ 

ていた チャック はいかに も 医者ら しい 態度 をした まま、 

しひき 

僕ら 五 人に 宣言し ました。 (実は ひとりと 四 匹と で 

す。) 

「もう 駄目です。 トツ ク君は 元来 胃病で したから、 そ 

れ だけで も 憂鬱に なりやすかった のです。」 

「何 か 書いて いたと いう ことです が。」 

ひと ごと 

哲学者の マッグ は 弁解す るよう にこう 独り 語 を もら 



しながら、 机の 上の 紙 をと リ 上げました。 僕ら は 皆 頸 

をのば し、 (もっとも 僕 だけ は 例外です。) 幅の広い マツ 

グの肩 越しに 一 枚の 紙 を のぞきこみました。 

しゃば かい 

「いざ、 立ちて ゆかん。 娑婆 界を隔 つる 谷へ。 

岩 むら はこ ごしく、 やま 水 は 清く、 

薬草の 花 はに おえる 谷へ。」 

マッグ は 僕ら を ふり 返りながら、 微苦笑と いっしょ 

にこう 言いました。 

ひょうせ つ 

「これ は ゲェテ の 『ミニ ヨンの 歌』 の 剽窃 です よ。 す 

ると トツ ク 君の 自殺した の は 詩人と しても 疲れて いた 

のです ね。」 



「それ は 基督教、 仏教、 モ ハメット 教、 拝火教な ども 

行なわれ ています。 まず 一番 勢力の ある もの はなん と 

いっても 近代 教 でしよう。 生活 教 とも 言います がね。」 

(「生活 教」 という 訳語 は 当たって いない かもしれ ませ 

ん。 この 原語 は Quemoocha です。 cha は 英吉利 語 

の ism という 意味に 当たる でしよう。 quemoo の 原 

形 quemal の 訳 は 単に 「生きる」 というよりも 「飯 を 

食った リ、 酒 を 飲んだり、 交合 を 行なったり」 する 意 

味です。) 

「じゃこの 国に も 教会 だの 寺院 だの は ある わけなの だ 

ね？」 



「常談 を 言って はいけ ません。 近代 教の 大寺院な ど 

はこの 国 第一 の大 建築です よ。 どうです、 ちょっと 見 

物に 行つ て は？」 

なま あたた とくとく 

ある 生温 かい 曇天の 午後、 ラップ は 得々 と 僕と いつ 

しょに この 大寺院へ 出かけました。 なるほど それ は 二 

コ ライ 堂の 十倍 も ある 大 建築です。 のみならず あら ゆ 

る 建築 様式 を 一 つに 組み上げた 大 建築です。 僕 はこの 

まる 

大寺院の 前に 立ち、 高い 塔 や 円屋根 を ながめた 時、 な 

にか 無気味に さえ 感じました。 実際 それら は 天に 向 

か つ て 伸びた 無数の 触手 のように 見えた ものです。 

僕ら は 玄関の 前にた たずんだ まま、 (その また 玄関に 



比べて みても、 どのくらい 僕ら は 小さかった のでし よ 

う！) しばらく この 建築よりも むしろ 途方もない 怪物 

に 近い 稀代の 大寺院 を 見上げて いました。 

大寺院の 内部 もまた 広大です。 その コ リント 風の 円 

柱の 立った 中には 参 人が 何人も 歩いて いました。 し 

かし それら は 僕らの ように 非常に 小さく 見えた もので 

す。 そのうちに 僕ら は 腰の 曲がった 一 匹の 河童に 出合 

いました。 すると ラップ はこの 河童に ちょっと 頭 を 下 

げた 上、 丁寧に こう 話しかけました。 

「長老、 御 達者な の は 何よりも です。」 

相手の 河童 もお 時宜 をした 後、 やはり 丁寧に 返事 を 



しました。 

「これ は ラップ さんです か？ あなた も 相変わらず、 

—— (と 言い かけながら、 ちょっと 言葉 をつ がな かつ 

くちばし 

たの は ラップの 嘴 の 腐って いるのに やっと 気がつい 

たためだった でしよう。) —— ああ、 とにかく 御 丈夫ら 

しいよう です ね。 が、 きょうは どうして また …… 」 

「きょうは この 方のお 伴 をして きたので す。 この 方 は 

たぶん 御 承知のと おり、 —— 」 

と-つと-つ 

それから ラップ は滔々 と 僕の こと を 話しました。 ど 

う もまた それ はこの 大寺院へ ラップが めったに 来ない 

ことの 弁解に もな つていたら しいので す。 



「ついては どうか この 方の 御 案内 を 願いたい と 思う の 

です が。」 

おおよ-つ あいさつ 

長老 は 大様に 微笑しながら、 まず 僕に 挨拶 をし、 静 

しょうめん 

かに 正面 の 祭壇 を 指さし ました。 

「御 案内と 申しても、 何もお 役に立つ こと はでき ませ 

ん。 我々 信徒の 礼拝す るの は 正面の 祭壇に ある 『生命 

の樹』 です。 『生命の 樹』 に は ごらんの とおり、 金と 緑 

との 果が なって います。 あの 金の 果を 『善の 果』 と 言 

い、 あの 緑の 果を 『悪の 果』 と 言います。 …… 」 

僕 はこうい う 説明の うちにもう 退屈 を 感じ 出し まし 

た。 それ は せっかくの 長老の 言葉 も 古い 比喩の ように 



聞こえた からです。 僕 はもち ろん 熱心に 聞いて いる 

容子を 装って いました。 が、 時々 は 大寺院の 内部へ 

そ つ と 目をやる の を 忘れずに いました。 

きゅうりゅう 

コ リント 風の 柱、 ゴシック 風の 穹窿、 アラビア じ 

いちまつ ゆか きと うづく え 

みた 市松 模様の 床、 セ セッション まがいの 祈禱 机、 I 

I こういう ものの 作って いる 調和 は 妙に 野蛮な 美 を 具 

えてい ました。 しかし 僕の 目 を ひいた の は 何よりも 両 

側の 龕の 中に ある 大理石の 半身像です。 僕 は 何 かそれ 

らの像 を 見知って いるよう に 思いました。 それ もまた 

不思議ではありません。 あの 腰の 曲った 河童 は 「生命 

の樹」 の 説明 をお わると、 今度 は 僕 や ラップと いつ しょ 



やまぶどう 

スの 像の 下に 山葡萄が 一 ふさ 献 じて あるので す。 僕 は 

なんの 装飾 もない 僧房 を 想像して いただけに ちょ つと 

ようす 

意外に 感じました。 すると 長老 は 僕の 容 子に こういう 

いす すす 

気 もち を 感じた とみえ、 僕らに 椅子 を 薦める 前に 半ば 

気の毒 そうに 説明し ました。 

「どうか 我々 の 宗教の 生活 教 である こと を 忘れずに く 

き おうせい 

ださい。 我々 の 神、 II 『生命の 樹』 の 教え は 『旺盛 

に 生きよ』 というの ですから。 …… ラップさん、 あな 

たは このかたに 我々 の 聖書 を ごらんに いれました 

か？」 

「いえ、 …… 実は わたし 自身 も ほとんど 読んだ こと は 



ない のです。」 

ラップ は 頭の 皿を搔 きながら、 正直に こう 返事 をし 

ました。 が、 長老 は 相変わらず 静かに 微笑して 話しつ 

づけました。 

「それで はお わかりな りますまい。 我々 の 神 は 一日の 

うちに この 世界 を 造りました。 (『生命の 樹』 は樹 とい 

う ものの、 成し あたわな いこと はない のです。) のみな 

めす かつば 

らず 雌の 河童 を 造りました。 すると 雌の 河童 は 退屈の 

おす 

あまり、 雄の 河童 を 求めました。 我々 の 神 はこの 嘆き 

あわ のうずい 

を 憐れみ、 雌の 河童の 脳髄 を 取り、 雄の 河童 を 造り ま 

した。 我々 の 神 はこの 二 匹の 河童に 『食えよ、 交合せ 



「我々 の 運命 を 定める もの は 信仰と 境遇と 偶然と だけ 

です。 (もっとも あなたが たは そのほかに 遺伝 をお 数 

えな さるでしょう。) トツ ク さん は 不幸に も 信仰 をお 

持ちに ならなかった のです。」 

「トツ クは あなた を うらやんで いたでしょう。 いや、 

僕 もうら やんで います。 ラップ 君な ど は 年 も 若い し、 

…：- J 

くちばし 

「僕 も 嘴 さえ ちゃんとし ていれば あるいは 楽天的 

だった かもしれ ません。」 

長老 は 僕らに こう 言われる と、 もう 一 度 深い 息 を も 

らしました。 しかも その 目 は 涙ぐんだ まま、 じっと 黒 



ぃヴェ ヌスを 見つめて いるので す。 

「わたし も 実は、 —— これ はわた しの 秘密です から、 

どうか だれに も おっしゃらずに ください。 —— わたし 

も 実は 我々 の 神 を 信ずる わけに いかない のです。 しか 

きと-つ 

しいつ かわた しの 祈禱 は、 —— 」 

ちょうど 長老の こう 言 つた 時です。 突然 部屋 の 戸が 

あいたと 思う と、 大きい 雌の 河童が 一匹、 いきなり 長 

老 へ 飛び かかりました。 僕らが ， J の 雌の 河童 を 抱きと 

めようと したの はもち ろんで す。 が、 雌の 河童 はとつ 

さの 間 に 床の 上へ 長老 を 投げ倒しました。 

おやじ さいふ 

「この 爺め！ きょう もまた わたしの 財布から 一杯 



河童が 一 匹、 老若男女 の 河童の 後ろに ぼんやりと 姿 

を 現わして いました。 しかし 僕 を 驚かせた の は トツ ク 

の 幽霊の 写真よりも トツ クの 幽霊に 関する 記事、 —— 

ことに トツ クの 幽霊 に関する 心 霊 学協会 の 報告です。 

僕 はかな リ逐語 的に その 報告 を 訳して おきました から、 

下に 大略 を 掲げる ことにしましょう。 ただし 括弧の 中 

にある の は 僕 自身の 加えた 註釈な のです。 —— 

詩人 トツ ク 君の 幽霊に 関する 報告。 (心霊学 協会 雑 

誌 第 八 千 二百 七十 四 号 所載) 

わが 心霊学 協会 は 先般 自殺した る 詩人 トツ ク 君の 旧 

居に して 現在 は X X 写真師の ステュ ディ ォ なる ロロ街 



第二 百 五十一 号に 臨時 調査 会 を 開催せ り。 列席せ る 会 

しち 

員 は 下の ごとし。 (氏名 を 略す。) 

我ら 十七 名の 会員 は 心霊 協会 会長 ぺ ック 氏と ともに 

九月 十七 日 午前 十 時 三十 分、 我らの もっとも 信頼す る 

メディア ム、 ホップ 夫人 を 同伴し、 該 ステュ ディ ォの 

一 室に 参集せ リ。 ホップ 夫人 は該 ステュ ディ ォに はい 

る や、 すでに 心霊 的 空気 を 感じ、 全身に 痙攣 を 催しつ 

お-つと 

つ、 嘔吐す る こと 数回に 及 ベリ。 夫人の 語る ところに 

たばこ 

よれば、 こ は 詩人 トツ ク 君の 強烈なる 煙草 を 愛した る 

結果、 その 心霊 的 空気 もまた 二 コ ティン を 含有す るた 

めな リ という。 



てしたり。 こ は トツ ク君を 知れる ものに はすこぶ る自 

然 なる 応酬なる べし。 

答 自殺す る は 容易な リゃ 否や？ 

問 諸君の 生命 は 永遠な り や？ 

答 我らの 生命に 関して は 諸説 紛々 として 信ずべ か 

らず。 幸いに 我らの 間に も 基督教、 仏教、 モ ハメット 

はいかきょう 

教、 拝火教 等の 諸宗 ある こと を 忘る るな かれ。 

問 君 自身の 信ずる ところ は？ 

答 予は 常に 懐疑主義者 なり。 

問 しかれ ども 君 は 少なくとも 心霊の 存在 を 疑わ ざ 

るべ し？. 



ホップ 夫人 は 最後の 言葉と ともに ふたたび 急 劇に 

覚區 したり。 我ら 十七 名の 会員 はこの 問答の 真な りし 

こと を 上天の 神に 誓って 保証 せんとす。 (なおまた 我 

ほうしゅう 

らの 信頼す る ホップ 夫人に 対する 報酬 はかって 夫人 

が 女優たり し 時の 日当に 従いて 支弁したり。) 

一 六 

のち 

僕 はこうい う 記事 を 読んだ 後、 だんだんこの 国に い 

る こと も 憂鬱に なって きました から、 どうか 我々 人間 

の 国へ 帰る ことにし たいと 思いました。 しかしい くら 



さが 

探して 歩いても、 僕の 落ちた 穴 は 見つかりません。 そ 

リ よ-ウレ 

のうちに あの バ ッグ という 漁夫の 河童の 話に は、 なん 

まち 

でも この 国の 街 はずれに ある 年 をと つた 河童が 一 匹、 

本 を 読んだり、 笛 を 吹いたり、 静かに 暮らして いると 

いう ことです。 僕 はこの 河童に 尋ねて みれば、 あるい 

はこの 国 を 逃げ出す 途も わかり はしない かと 思い まし 

たから、 さっそく 街 はずれへ 出かけて ゆきました。 し 

かし そこへ 行って みると、 いかにも 小さい 家の 中に 年 

をと つた 河童 どころ か、 頭の 皿 も 固まらない、 やっと 

十二 三の 河童が 一匹、 悠々 と 笛 を 吹いて いました。 僕 

まちが 

はもち ろん 間違った 家へ はいった ではない かと 思い ま 



段 をし ました。 が、 我々 人間に もい つか 次第に 慣れ 出 

したと みえ、 半年ば かりたつ うちに どこへ でも 出る よ 

うにな りました。 ただ それでも 困った こと は 何 か 話 を 

している うちにう つかり 河童の 国の 言葉 を 口に 出して 

しまう ことです。 

うち 

「君 は あした は 家に いるかね？」 

a 

「 U I 

Q」 

「なんだ つ て？」 

「いや、 いると いう こと だよ。」 

だいたい こういう 調子だった ものです。 

しかし 河童の 国から 帰って きた 後、 ちょうど 一 年 ほ 



どた つた 時、 僕 は ある 事業の 失敗した ために …… (S 

博士 は 彼が こう 言った 時、 「その 話 はおよ しなさい」 と 

注意 をした。 なんでも 博士の 話に よれば、 彼 はこの 話 

をす るた びに 看護人の 手に もお えない くらい、 乱暴に 

なると かいう ことで ある。) 

では その 話 はやめましょう。 しかし ある 事業の 失敗 

したために 僕 はまた 河童の 国へ 帰りたい と 思い出し ま 

した。 そうです。 「行きたい」 のではありません。 「帰 

りたい」 と 思い出し たのです。 河童の 国 は 当時の 僕に 

は 故郷の ように 感ぜられました から。 

僕 は そっと 家 を 脱け 出し、 中央線の 汽車へ 乗ろうと 



しました。 そこ を あいにく 巡査に つかまり、 とうとう 

病院へ 入れられ たのです。 僕 はこの 病院へ はいった 当 

おも 

座 も 河童の 国の こと を 想いつ づけました。 医者の 

チャック はどうして いるでしょう？ 哲学者の マッグ 

なないろ い ろ， カラ ス 

も 相変わらず 七色の 色 硝子の ランタ アンの 下に 何か考 

くちばし 

えてい るか もしれ ません。 ことに 僕の 親友だった 嘴 

の 腐った 学生の ラップ は、 あるきよう のように 

曇った 午後です。 こんな 追憶に ふけっていた 僕 は 思わ 

ず 声 を あげようと しました。 それ はいつ の 間に はいつ 

りよ-つし 

てきた か、 バッグと いう 漁夫の 河童が 一匹、 僕の 前に 

たたずみながら、 何度も 頭 を 下げて いたから です。 僕 



に は 往来 も 同様です から。」 

かっぱ かえる りょうせい 

僕 は 河童 も 蛙 のように 水陸 両棲 の 動物だった こと 

に 今 さらの ように 気が つきました。 

「しかし この辺に は 川 はない がね。」 

「いえ、 こちらへ 上がった の は 水道の 鉄管 を 抜けて き 

しょうかせん 

たのです。 それから ちょっと 消火栓 を あけて …… 」 

「消火栓 を あけて？」 

一 旦那 はお 忘れな すった のです か？ 河童に も 機械 屋 

のい ると いう こと を。」 

それから 僕 は 一 一三 日 ごとに いろいろの 河童の 訪問 を 

は，？, せ そう-はっせ： ちほう-しょう- 

受けました。 僕の 病 は S 博士に よれば 早発性痴呆症と 



いう ことです。 しかし あの 医者の チャック は (これ は 

はなはだ あなたに も 失礼に 当たる のに 違い ありませ 

ん。) 僕 は 早発性痴呆症 患者で はない、 早発性痴呆症 患 

者 は S 博士 を はじめ、 あなたがた 自身 だと 言って いま 

した。 医者の チャック も 来る くらいで すから、 学生の 

ラップ や 哲学者 の マッグの 見舞 いに きた こと はもち ろ 

ん です。 が、 あの 漁夫の バッグの ほかに 昼間 はだれ も 

尋ねて きません。 ことに 二三 匹い つし よに 来る の は 夜、 

—— それ も 月の ある 夜です。 僕 は ゆうべ も 月明りの 中 

に 硝子 会社の 社長の ゲ ェ ルゃ 哲学者の マッグと 話 をし 

ました。 のみならず 音楽家の クラ バックに もヴ アイ ォ 



リン を 一曲 弾いても らいました。 そら、 向こうの 机の 

上に 黒百合の 花束が のって いるでしょう？ あれ も ゆ 

みやげ 

うべ クラ バックが 土産に 持って きて くれた ものです。 



(僕 は 後ろ を 振り返って みた。 が、 もちろん 机の 上 

に は 花束 も 何もの つ て いなか つ た。) 

それから この 本 も 哲学者 の マツ グが わざ わざ 持 つ て 

きて くれた ものです。 ちょっと 最初の 詩 を 読んで ごら 

ん なさい。 いや、 あなた は 河童の 国の 言葉 を 御存知に 

なる はずはありません。 では 代わりに 読んで みまし よ 

う。 これ は 近 ごろ 出版に なった トツ クの 全集の 一冊で 



す。 —— 

(彼 は 古い 電話帳 を ひろげ、 こういう 詩 をお お 声に 

読み はじめた。) 

—— 椰子の 花や 竹の 中に 

仏陀 はとうに 眠って いる。 

みち いちじゅく 

路ば たに 枯れた 無花果と いっしょに 

基督 ももう 死んだら しい。 

しかし 我々 は 休まなければ ならぬ 



しばい 

たとい 芝居の 背景の 前に も。 

(その また 背景の 裏 を 見れば、 継ぎはぎ だらけ 

の カン ヴァス ばかり だ？) —— 

えんせいてき 

けれども 僕 はこの 詩人の ように 厭世的で はあり ませ 

ん。 河童た ちの 時々 来て くれる 限り は、 —— ああ、 こ 

のこと は 忘れて いました。 あなた は 僕の 友 だち だった 

裁判官の ぺ ップを 覚えて いるでしょう。 あの 河童 は 職 

のち 

を 失った 後、 ほんとうに 発狂して しまいました。 なん 

でも 今 は 河童の 国の 精神病院に いると いう ことです。 



僕 は s 博士 さえ 承知して くれれば、 見舞いに いって や 

りたい のです がね …… 。 

(昭和 一一 年 二月 十 一 日) 
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